
 

 

 

 

 

 

 

 

メした季節ですが、このところ意外

にすごしやすい日もあったりして、

まだらな天候ですね。 タイトルバックは森の貴公

子、クロツグミです。 漆黒の装いに、くちばしと

アイリング、足を黄色でコーディネイトしたお洒落

さん。 アジア極東に分布する夏鳥で、さえずる声

が美しいのも有名。 しかもメロディとリズムは多

彩でパーカッションまで入ったりする技巧派。 森

の中でこんなテクニカルな声が聞こえたら、彼だと

思ってよいでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

こちらは、トンボ界の貴公子ヤマサナエです。 

やや大きめで飛翔力が高くって活発に飛び回るサナ

エトンボの仲間です。 このように、グリーンの縞

模様が鮮やかで美しく、ため池等の上を勢いよく巡

行飛行する様は見ごたえあり。 日本の代表のサナ

エさんと同じくこちらは里山の代表と言えますね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

彼は、森のカエルの代表選手、モリアオガエルの 

 

 

 

 

 

 

 

 

オスです。 池など水上にある木の枝に卵を産み付

ける習性が有名です。 こちらは、そのメスが来る

のを出待ちをしているところ。 森の代表ではある

けれどさっきのサナエトンボの活発さに比べると、

なんだか情けなさが漂っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

こちらは美しいメタリックな虹色に輝くホソナガ

ニジゴミムシダマシです。 舌嚙みそうでしょ。 

わずか１センチくらいの甲虫で、見た目はちょっと

派手ですが、森の朽ち木やキノコの周りでそれらを

食べながら地味に暮らしています。 でも、森の生

態系は彼らが地味に活動することで保たれてもいる

のですよ。 とても立派な役割を果たしてくれる虫

なんです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 長い名前では、こちらはカオジロヒゲナガゾウム

シです。 原始的なグループに属していて、虫好き

達には「生きた化石」なんて呼ばれて人気がありま

す。 名前は見たまんまなのですが、ゾウムシのく

せに口が長くないのはちょっと合点がいきません。 
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 じゃじゃーん。 今回は重大発表があるのじゃ。 

ワシのつぶやきが本になった。 ぼやき続けた内容

を編集し、デジタル版に仕立て上げ、アマゾンで出

版することにしたのじゃ。 もちろん、個人情報や

企業等の諸事情は削除し、過激な発言も改めた。 

その執筆・校正作業の大半は入院期間中じゃった

が、それはそれは大変な作業じゃった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １０年近く書き溜めた文はページ数にして４５０

ページにも及び、それらをすべて見直すのじゃか

ら、自分の書いた文ながらこれには、相当骨が折れ

たぞ。 しかも、すっかり記憶から抜けている箇所

もあったりして、そうなると内容の確認や再調査す

る必要も出てきたり、そもそも一冊にまとめるには

重すぎるので、結局３冊に分けた。 

 

 

 

 

 

 

 

題名が「環境爺さんが本気で叱る」。 これは今ど

きのＡＩに相談して決めたのじゃが、表紙のデザイ

ンもＡＩにお願いした。 無論、本文は一切ＡＩを

頼っとらん。 もともと書いた原文をエディットし

たのじゃからのぅ。 爺が電子本なんて、初めての

挑戦でどうなることかと思うたが、なんとかこぎ着

けて、３冊のシリーズでリリースすることが出来

た。 とは言え、アップして２週間ほど経ったとこ 

 

 

ろで、売れたのは３冊。 まぁ、そんなもんじゃろ

うよ。 売れただけでも良しとしよう。 皆も、も

し興味があればアマゾンのホームページから「環境

爺さん」で検索を。 是非のぞいてみておくれ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

さて、恒例の虹技の年間環境報告を解説する時期じ

ゃ。 いつものように産業廃棄物の排出量から説明

しよう。 昨年一年間（２０２５年４月～２０２６

年３月）で排出した・・ 

●産業廃棄物は、４千トンじゃ。実際

は３,９９４トンで、この誌面で報告し始めてから初

の４,０００トン切れじゃ。 よくやったパチパチ！ 

まぁ、生産量の減少とリンクしとるのじゃが、似た

ような生産量でも軽く５,０００トンを排出していた

時代から比べると素晴らしい成果じゃ。 皆の努力

の賜物じゃと思うぞ。推移はこの通り、 

２０１７年度 ５.２千トン 

２０１８年度 ５.０千トン 

２０１９年度 ５.４千トン 

２０２０年度 ４.５千トン 

２０２１年度 ４.５千トン 

２０２２年度 ４.７千トン 

２０２４年度 ４.３千トン 

となっておる。 ４千トン切れが素晴らしいと思う

じゃろ。 

続いて、 

●ＣＯ２の排出量は２万８千トン 

（前年度３万トン） 
 これも、勿論生産量とリンクするが、電力会社の

ＣＯ２排出係数も大きく影響するのでなかなか評価し

づらいんじゃ。 単位生産量の排出量で表すと、今

ぶつぶつ            

つぶつ 

（じじい）のつぶやきコラム 



年は０.７７、前年度が０.７９なので、少し減ってお

るように思うが、微妙なところじゃな。 電力会社

の再生可能エネルギー比率が上がったり、原発の稼

働が増えるとがくんと減るし、Ｊ－クレジット対応

なんかで減らすこともできたりと、なんとも努力が

見えにくい。 

 

 そして、使用した工業用水を浄化してから排出し

た工場の 

●排水量は、３２万トンじゃ。 

 そして、排出水の公害要素分析値は、 

ｐＨ値   東工場：６.５５～７.４７ 

      西工場：６.６１～７.５９ 

いずれも姫路市との協定値内５.８～８.６にきっち

りと収まっておる。 

ＣＯＤ負荷量（水の有機的な汚れの指数） 

平均３.１ｋｇ／日 

 これも協定値３５ｋｇ／日の１０分の一じゃ。 

ＳＳ負荷量（水の濁り具合を表す指標） 

平均５.４ｋｇ／日 

 これの協定値は７０ｋｇ／日じゃから余裕じゃな。 

ｎ－Ｈｅｘ（水に混じった油分や農薬） 

最大０.９１ｍｇ／Ｌ 

 協定値２.０ｍｇ／Ｌなので半分以下じゃ。 これ

らの数値は、取水より排出水の方が少ないと思わ

れ、瀬戸内海の貧栄養化の原因ではないかと言われ

ておる。 いずれ行政の排出基準に関する考え方が

変わるのではないかと期待もするが、現状として基

準を守らねばならんのがつらいところじゃ。 

 最後に大気汚染物質について 

●窒素酸化物 

４８４Ｎｍ３（協定値５,６７５Ｎｍ３） 

●硫黄酸化物 

８０Ｎｍ３（協定値１０,２９５Ｎｍ３） 

 協定値と比べてもらえば一目瞭然、問題はない。 

昔の社歌は「見よ舞い上がる黒煙！」～って歌われ

た鋳物工場だったのに（今となっては恐ろしすぎる

歌詞・・・）、時代とともに変わってきたものじゃ。 

クリーンな工場にはまだまだ道半ば、たゆまぬ努力

で、クリーンな鋳物工場に近付けていこうぞ。 

 さて話は全く変わるが、最近読んだ記事に「踊り

場を迎えた代替肉市場」というのがあった。 代替

肉とは大豆を主成分として、様々な工夫をこらし食

感や風味を肉に近づけたものじゃ。 以前、大豆の

お肉なんて商品を口にしたことがあったが、その食

感はまさにお揚げそのもので、お世辞にも肉とは感

じなかった。 ところが、その記事によるとドイツ

では環境意識の高まりを背景に、政府あげて学校給

食に取り入れるほどの活動を推し進め、高い普及率

を誇っていたそうじゃ。 

 

 

 

 

 

 

 そして、その市場は拡大し続けたようじゃが、こ

こにきて消費者の意識に変化があったようで、減少

に転じたという。 代替肉というのは何とかして肉

に近づけようと様々な添加物を駆使してきたが、そ

れを疑問視され始めたそうじゃ。 環境には良くて

も健康には良くないのでは？ という感情じゃ。 

また、代替肉にはそれなりにいろんな味付けが施さ

れ、応用が利かないとも言われ始めたんじゃと。 

 

 

 

 

 

 そんなこた、百も承知じゃろう、環境問題だけに

依存して普及させようとしても、一筋縄じゃいかん

のじゃなぁ。 それはＥＶもしかりじゃ。 結局

は、食肉回帰の流れになっとるんじゃと。 そりゃ

本物の肉の旨さにはかなうまい。 それを今さら言

われてものぅ。 それでも、チャレンジする開発者

らが今度はキノコを使った代替肉を作るんじゃと。 

曰く「我々は代替肉を作るのではなく、新しいカテ

ゴリーの製品を創りたい」のだそうじゃ。 まぁ、

そういう発想がなければ商品開発は出来ん気がする

のぅ。 偽物はどう真似ようが偽物じゃからなぁ。 

代用ではなくオリジナルを創る。 これがプライド

であり大切なことじゃ。 
ぶつぶつ 



           今回は、ゆめもりクラブと 

           の共同作業でした。 ミッ

ションは、登山遊歩道にベンチの材料を運び込み、

現地組み立てすることです。 登山口まで軽トラで

材料を運んだら、めいめいで材料や工具を分担して

持って山道を上がります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 我々の班は、展望台の場所まで登って作業しまし

たが、展望台なのに全く展望が効かない。 公園が

出来た当時はもっと見晴らしが良かったと思われま

すが、樹が成長しすぎて何も見えなくしちゃってる

のです。 これは本格的に間伐をかけなければどう

にもなりません。 いつも、虹の森の方を見ている

ので、このようなジャングルのように覆い茂った森

には違和感と、また使命感を感じずにいられません

でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 合同作業がはかどってお昼前には下山し、ボラン

ティアの皆さんが作ってくださった、梅ジュースに

カレーライスをごちそうになりました。 美味しか

ったです。 ありがとうございました。  

 

 この日の１週間前には、ちびっ子たちのジャガイ

モ掘りと田植え体験のイベントを行いました。 で

も、その日は雨が降り注ぐ中での作業となり、芋掘

りは中止、田植えだけになっちゃいました。  

でも、どっちみち泥だらけになる田植え体験に、

子供たちはそれなりに楽しんでくれたと思います。 

 

 

 

 

 

 

 そぼ降る中での田植えなんて、農家の人でもなか

なかできない貴重な経験になったんじゃないかな。 

 

 

 例年だと梅雨明けした時期になるのですが、今年はどうかな。 暑いのは確実ですし、虫やらヒルやら

が元気よく出て来るのも間違いないでしょう。 しっかり対策をして元気よく活動をしたいと思います。 

灼熱の作業の後の温泉・サウナでがっつり汗を流してリフレッシュしませんか。 怖いもの見たさのチャ

レンジャーを大募集します。 

日 時 ：  ７月１１日（土） １０：００～１５：００（９：３０公園駐車場集合） 

場 所 ：  県立ゆめさきの森公園（虹の森） 

申し込み： 参加希望者は、環境管理Ｇ 的場まで、またはお近くにいるメンバーまで連絡ください。 

   的場ケータイ：090-5979-8385 

メンバーの方はショートメール等で参加の可否を連絡いただければありがたいです。 

初めて参加される方は、保険に加入しますのでお名前、住所、ケータイ番号を連絡ください。 

 


